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おかげさま

国際ソロプチミス ト山梨

第27代会長 矢崎 京子

2017年 7月 に会長に就任 して間もなくの 8月 7日 (月 )、 プログラム委員会主催
による、夏休みの子どもたちのための芸術コンサー ト「モンゴル民族楽器演奏 とスー

ホの白い馬の朗読会」を山梨県立コラニー文化ホールに於いて開催いたしました。山

梨県下の 7カ 所の児童施設の児童、2カ 所の里親会の児童の皆様をご招待 して、600

名を超える方々がお越 しくださいました。この様子は地元のテ レビニュースでも放映

され、後援をしていただきました山梨県教育委員会、甲府市教育委員会より、夏休み

の子ども達にとってとても良い企画だったとお褒めいただきました。

|1月 10日 (金 )、 オペラユニット「レジェンド」によるチャリティーディナーコンサート
を開催。副会長の頑張りもあり 550老 もの音様がお出かけくださり、優 しさに沿れた

素晴 らしい一夜 となりました。

|1月 17日 (金 )、 パシフィコ横浜での (公財)ソ ロプチミス ト日本財団平成 29年

度 年次贈呈式に於いて「災害復興援助」が山梨学生有恙団体 「この指 とまれ !」 に

贈呈されました。

原発事故により野外活動を制限されている福島県在住の親子を毎年 40組ほど招き
「じゃんじゃんキャンプ」を 3)自 4日 で |1回 実施。学生ら自ら汗をかき黒子として

子どもたちのために活動している事が評価されました。

2018年 4月 22日 、23日 、第 32回 日本東リジョン大会で「夢を生きる :女性の

ための教育・訓練賞」に於いて連盟リジョン賞 2位に SI山 梨クラブ推薦の山本志吹
さんが受賞され、会員一同が喜びを共にいたしました。

表彰晩餐会では、2017-2018年 度、成功を祝うソロプチミス ト賞で「日本東リジョ

ン奨励賞」を一般的矢口名度で受賞。資金調達にて「ドリーム・チェイサー」をいただ

きました。

この一年を振 り返 りますと、会員の皆様が委員会活動に結束 して取 り組んでくださっ

た結果、SIAの最重要プログラムであります「女性と女児の生活向上のため」への大きなゴー

ルに、一歩前進できたのではないかと思っております。

おかげさまで、私にとりましては 27年間の在籍中ソロプチ ミス トについて改めて
勉強させていただき濃密な時となりました。この一年間を常に支えてくださいました

理事会メンバーの皆様、ご協力くださいました会員の皆様にだか らの御ネLと 感謝を申

し上げます。有難うございました。
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災害復興援助 山梨学生有志団体

この指とまれ !

2017年 8月 7日 に甲府市近郊の小学生とその父母を対象に、小学校の教科書
に取り上げられている「スーホの白い馬」の朗読と「モンゴルの民族楽器 (′馬頭琴・

モンゴル琴・ヨーチン・ホーミー)コ ンサー ト」を開催いたしました。

このコンサー トを開催 した目的の一つ目は、小学生に馬頭琴などのモンゴルの

民族楽器に身近に接 してもらい、モンゴルをより理解 し夏休みの良い思い出作り

になってほしいこと。二つ目は、当日の募金箱による1又益金を全額寄付 して、

演奏者たちが行っているモンゴルの孤児院と障害児を支援するプログラムに参カロ

することでした。

ご来賓の樋 口雄一市長より、「このコンサー トでの経験が楽 しい夏休みの

思い出になりますように」 とのご祝辞を頂 きました。

「音がくを聞かせてくれてあり

がとうございます。

ホー ミーの声がすごいと思い

ました。バ トウキンの音が く

がす ごいとおもいました。ま

たききたヽ`て
｀
す。」

|1月 17日 (金)に、(公益)ソ ロプチ
ミス ト日本財団に於いて、SI山 梨推薦の

山梨学生有恙団体「この指とまれ !」 が災

害復興援助先に選ばれました。この団体は、

東日本大震災を機に山梨県の 6大学に呼
びかけ、学生有恙で発足して活動をしてい

ます。

甲府駅前で街頭募金を行ったり、クラウ

ドフアンドなどで資金を募り、キャンプの

企画運営など学生自ら行い子供たちのため

に活動しています。

夢を生きる

女性のための教育 0訓練賞 連盟リジョン賞

2位に山本 志吹さんが選ばれる

201S
41

LEGEND

響L 季7半二15サ _ト
11月 10日 (金)に、オペラユニツト「レジェ

ンド」によるチャリティーコンサー トが甲府富士

屋ホテルにて開催されました。多くの方々がお出

かけくださいました。山梨県の「武田節」も披露

してくださり、大いに盛り上がりました。

山本さんは、現在 1歳になる娘さんを育てながら「宅地建物取引士」

の資格取得のため専門学校に通って学んでいます。働きながら、そ

して子育てをしながら、この秋には国家資格を目指 して 2回 目の挑
戦をするそうです。どうか夢を実現できますように。そして資格取

得後は、娘さんと楽 しい、あたたかなご家庭を築いてください。

應援 しています。

事を生きる
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夢を拓く

課ピ几
 章言守ラ孝察生撃

の
2018年 4月 28日 (土 )に 山梨英和中学校の 3年
生を対象に「夢を拓 く」のセッション |.2を 行い、5
月 12日 (土 )に 同じくセッション 3.4を 行いました。
56人 というたくさんの女子中学生が対象なので大丈夫
だろうかとファシリテーターの心配がある中で、 しっ
かりとキャリア講座を行うことが出来ました。

生徒達はファシリテーターの指示にきちんと従い、

先生方もしっかリサポートしてくださる中で、1年後の自分
への手紙を書いたり、夢のコラージュなども自分逹が

持ち寄った雑誌を切 り貼 りして作 りました。

そして全員が代わるがわる壇上に上がリロールプレイも

しました。

〔けL a-7.7t-aA
10月 1日 に、日本東リジョン主催のユースフォーラムが開催
されました。山梨学院高等学校 3年の岩本夏実さん、山梨英和
高等学校 2年の城内美乃里さんが参カロして、多くの高校生と意
見を述べ合いました。

寄付活動

樫の木基金

国際ソロプチミスト40周年に設立された、頑張っている
女子が高校卒業時に受賞する賞です。2回 目にあたる今年
は、山梨県立中央高校 3年生の大橋菜摘さんへ贈呈いたし
ました。前回受賞された生徒さんからは「社会に巣立つ際
にこの受賞がとても役立ってうれしかった」「自分も将来人
の役に立てるような女性になりたい」という事などの感想
をいただきました。喜んでくれる女子学生がいることが励
みですのでこれからもこの「樫の木基金」を続けていきます。

バングラデシュロヒンギャ医療品支援
平成 25年度の (公益)ソ ロプチミス ト日本財団社会
ボランティア賞を受賞された小林レイ子さんは現在もバングラ

デシュの病院で看護師として無償でボランティア活動を続け
ておられます。その小林さんを通じてロヒンギャの方々ヘ

の医療品支援のための寄付をさせていただきました。

T橋  :|ぱ電IF女 `性
デー

男女平等社会の実現を呼びかけるため、国際ソロ

プチミス トLL梨、国際ソロプチミス ト山梨一南、国

際ソロプチミス ト山梨―クリスタルの 3ク ラブ合同
での街頭 PR活動を、3月 8日 」R甲 府駅前で行い
ました。

女性の地位向上などに関する国際ソロプチミス ト
の活動を紹介するチラシと、ポケットティッシュ約
1000セ ットをEPk利用者らに手渡 しました。

「甲府・食事サービスの会」への寄付
6月 28日 に平成 24年度の (公財)ソ ロプチミスト日
本財団社会ボランティア賞を受賞された出川治子さんの会
へ、3度 目となる寄付をさせてぃただきました。
甲府市近郊のひとり住まいの方々に週 3回 ランチを届け
る活動をしています。

未来の私 JOY
国際ソロプチミス ト日本東リジョン 30周年記念事業で
実施された 「未来の私」プロジェクトの趣旨をそのまま受
け継いで、SI山梨が新たに創設しました。
18歳になり高校を卒業と同時に巣立つ児童養護施設の
女子学生に、「未来の私の夢」を作文で綴ってもらい、参カロ

者全員に送る奨学金です。

今年は児童養護施設「あいむ」さんから山田きらりさん
とLL口 乙峰さんから将来の夢が寄せられ、細やかですが奨

学金を手渡しました。

第:0回 日本東リジョン
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女性 と女児のための

ソロプチ ミス ト・ クラブ助成金

DV被害者の方々への寄付報告
SI山 梨では 40周年記念事業でローリエ基金 (D∨ 被害者自立支援
事業)を設立し、基金設立 1年足らずで 10組の方々を支援致しました。

その実績をより拡大する為に、SIAよ り D∨ 被害女性たちの自立を

支援するためのクラブ助成金 2500ドルを頂きました。
頂いた助成金で、DV被害者の方々が新 しい生活を始める時に踏要
な 洗濯機、冷蔵庫、電子 レンジ、掃除機、化粧品 セット 等を、又、

DVカ ー ド l万枚をFp刷 して多くの場所に設置させていただきました。

Aさ んからのおネしの言葉 ――――一  ――――― ――――――― ―́―‐――――

「今回、夫からの D∨ にあい警察に助けを求め、今女性相談所でお世話

になっています。この年で行き場のなかった絶望の中で生活物品を頂

くことになり本当に感謝 しています。この御恩を忘れる事なくこれか

ら頑張って前向きに生きていきたいと思います。」
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「国際ソロプチミス トLL梨の森」清掃

2018年 4月 26日 実施

SI山 梨研修会を静岡にて

2018年 5月 30日 実施
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第 32回  国際ソロプチミストアメリカ 日本東リジョン大会

成功を祝うソロプチミスト賞一般的矢口名
日本東リジョン奨励賞受賞
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寄付 活 動 一 覧
207年 7月 ～ 2018年 6月

継続寄付 ソロプチミス ト関係

・女性団体協議会年会費
・フー ドバンク山梨寄付金
・国立甲府病院寄付 (ハ ンドタオル)
・国際交流協会 年会費
・ガールスカウト賛助金
。日本野鳥の会 年会費
・赤い羽根共同募金
・めだかの学校ケーキ寄付
・ヮールドチャリティークリスマス協賛金
・第 21回 山梨チャリティーラン寄付
・甲斐清和高等学校 Sク ラブ助成金
・山梨県緑化推進機構
・山梨県ボランティア協会年会費
・山日YBS厚 生文化事業団寄付
・テレビ山梨厚生文化事業団寄付
・NHK海外歳末助け合い寄付
・山梨県ボランテイア協会寄付

・国際会長アピール
・ファンダーペニー

・アメリカ連盟クラブ寄付
。日本東リジョン災害義援金
・難民救済
。日本東リジョンー般寄付

その他

■夢を生きる :女性のための教育・訓練賞
■モンゴルの孤児と障害児のための支援
■バングラデシュロヒンギャ医療品支援
■「甲府・食事サービスをすすめる会」寄付

風間 雅子

田辺 文子

役 員名簿

2018-2020年期役員を指名する指名委員会 委員

日本東リジョンプログラム委員会 SIA夢 を生きる賞 チエア

会長

副会長

レコーァィングセクレタリー

コレスポンディンク
・セクレタリー

トレジャラー

矢崎 京子

許山 典子

多和田 聖子

窪田 三枝

岸本 敏江

理事

理事

デレゲー ト

デレゲー ト

小澤 房子

田辺 文子

天野 とき

網倉 千息子

SIAプログラム

クラブプログラム

委員会名

プログラム

夢を生 きる :女性のための教育・訓練賞

夢を拓 く :女子中高生のためのキャリア・サポー ト

女性 と女児のソロプチ ミス トクラブ助成金

成功を祝うソロプチミスト賞

学校 (樫の木基金・未来の私 」OY)

福祉 (ロ ーリエ基金)

坂本    網貪 ■原(絵 )
岸本    三井 入倉

委員長

口辺 文子

許山

田 辺

官城

志村

委員

桧垣

中込 志村 窪田

橘田 上原(桂 )

坂本 宮澤
秋山 中村
餐場

田辺

国際

メンノ

広報

財務

一ヾシップ

恙村

富LL

雨宮

規約決議 SOL丁
総
一斗
一

資金調達

財団

田 辺

宮城

出席 上原(絵 )

編集後記

会員の皆様のご協力によリクラブ

会報 42号 を発行することができま
した。ソロプチ ミス トの活動を少し

でも多くの方々にご理解いただけれ

ば幸いに存じます。

広報委員長 雨宮 和子

鰺
=OROPT]MiS

国際ソロプチミス ト山梨 事務局
SOROPTIMIST INTERNAT10NAL OF YAl・ lANASHI

山梨県中央 3丁目 11-5上原 桂子方
t・  TttL.055-233… 1190 FAX,055-233-1108

http:〃 www.Si― yamanashi.jp

菅沼 小澤
岸本 本岩
天野 風間 桧垣
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